





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































きるということ』（紀伊国屋書店，1977年。原題は，To Have or to Be ?, 1976）と
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いう本を再読する機会がありました。フロム晩年（76歳のとき）の作品ですが，
私とほとんど同じ見地に達していることに驚きました。
　「私（脳）が体（いのち），大地・自然を支配し，所有している」というのが
近代人の典型的思考だとフロムは述べます。近代人は，「眠ることができない」
といわずに「不眠症をもっている」，「幸福な結婚をしている」といわずに「幸
福な結婚生活を持っている」，「恋人がいる」というかわりに「恋人を持ってい
る」と考える思考法に染まってきたと彼は論じています（フロム『生きるという
こと』邦訳，42―43ページ）。「私は生きている」（イノチが私を生きている）といわ
ずに「私はイノチを持っている」と表現するのも，近代人特有の思考様式だと
言ってよいでしょう。
　本来「持つ＝所有する」とは，100％支配できるということです。「死に物」
や，自らで作ったものは，たしかに100％支配できるでしょう。しかし，友人
や恋人，大地というのは，宇宙における命の流れの一部であり，人間（脳）が
製作したものではないし，支配・所有しようと頭で妄想しても，できない相談
です。
　このことを弁えず，自然の動きや人の行動を100％支配しようと妄想すれば，
幼児を縛りつけて性愛に耽るか，異性を殺して屍体にしたうえでなければ，安
心して愛することができない。中途半端な形で支配しようとすると，愛憎相半
ばの修羅場の世界に陥りかねません。
　このように自らの非力におびえるあまり，自然や人間まで所有しないと安心
できないとする近代人が陥るパニックの症状が，「幼児愛」や「屍体愛」にほ
かならず，いわゆる「ネクロフィリア」という異常性愛者の性向なのだとフロ
ムは論を進めます。このような角度から彼が展開するヒットラーやスターリン
の精神分析は秀逸です。
　社会全体のネクロフィリア（屍体愛）度（関連してサド・マゾの性向）を減らし，
非暴力的で健康なバイオフィリア（自然な生命愛）を増やすためには，どうし
たらよいのか。「持つ」に執着するライフスタイルを減らし，「在る」を重視す
るライフスタイルに転換し，生き物たちの演ずる「生命の舞踏」の輪に加わり，
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交流していく以外にないとフロムは論を進めます。
健康な人間関係づくりの５条件
　このような健康な人間への発達を保障し，イヴァン・イリイッチの言う「コ
ンヴィヴィアルな共愉・共響の社会」を創造するには，どのような社会経済的
条件が必要なのでしょうか（コンヴィヴィアルな共響社会の詳細は，勝俣誠，マル
ク・アンベール編著『脱成長の道―分かち合いの社会を創る』2011年，コモンズ，の
とくに第２部１―３章を参照してください）。
　本書でフロムの提案している構想は，私たちの模索してきたことと重なり合
います。第１に財貨の「固有価値」の唯物論的探究です。「使用価値の公共性」
の探究といってもいいでしょう。フロムはこう述べています。「何が生命を促
進し，何が生命を害するかを検討するために，……食品安全局がなしたことを
はるかにしのぐ研究を行わなければならない。……どの要求が私たちの有機体
に起源を発しているのか。どれが文化過程の結果なのか。……どれが病理に根
ざし，どれが精神的健康に根ざしているのか」の唯物論的研究こそが必要だと
（フロム，邦訳，236ページ）。
　第２に，「正気の消費のための一大教育運動を進め，……消費の型を変えて
いく」。これと並行して消費者ボイコットの運動を展開し，企業の社会的責任
を問う運動を展開する。「正気の消費は，大企業の株主や経営者が企業の利益
と発展のみに基づいて生産を決定する権利を，大幅に制限したときに，はじめ
て可能となる」からだとフロムは述べています。
　第３に，参加民主主義を徹底していくことであり，その一つの方法をフロム
は提案しています。すなわち，500名ほどの有権者からなる住民集会を全土に
無数に設置せよというのです。スイスの地域自治体のように，地域の有権者が
全員参加できる住民集会を適宜開き，十分な情報を与え，深い討論を介したう
えで，政治課題について投票するようにせよというのです。数十万箇所で住民
集会が開かれても，先端的な情報通信技術を使うと，議論と投票の結果は，す
ぐに集計できるでしょうし，民主主義が，浅薄な人気投票に堕すことを防ぐこ
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とができます。その結果，国民はもっと深い政治認識に到達でき，徹底民主主
義を実践できるだろうと，フロムは論じています（邦訳，242ページ）。
　第４に，生存権保障の鍵として，「年間保証収入」という制度の導入をフロ
ムは提案しています。小沢修司さんなどが紹介されている「ベーシックインカ
ム」（あるいは「市民所得」）保障と同じ構想なのですが，すでに1955年出版の
『正気の社会』の段階で提案していた慧眼さに驚きました
　フロムは，こう書いています。この制度は，「人間は『社会への義務』を果
たすかどうかにかかわりなく，生きるための無条件の権利をもつ，という規
範」のメッセージである。「ペットには認めながら，同じ人間には認めていな
い権利」の宣言となろう。「個人的自由の領域は，このような制度によって途
方もなく拡大されるだろう。ほかの人間（たとえば親・夫・社長）に経済的に依
存している人でも，もはや飢えの脅しに屈服することを強いられないし，天賦
の才能を持っていて，違った人生を送る準備をしたいと思う人物も，しばらく
ある程度の貧しい生活を忍ぶ意志さえあれば，そうすることができる」ように
なるだろうと（邦訳，251ページ）。
　第５に，「持つというライフスタイル」を進んで放棄するための文化的・精
神的・「宗教的」土台を築くことです。「自己および同胞の十全な成長を，生の
至高の目的」とし，「自分がすべての生命と一体であることを知り，その結果，
自然を征服し，……破壊するという目標を捨て，自然を理解し，自然と協力す
るように努める」ことを，フロムは強調しています。
　そのためには何が必要か。近代人の間で自然観の革命を引き起こし，「神な
き宗教性」に目覚めることが必要だとフロムは述べ，こう続けます。「宗派も
なく，教義も制度もないヒューマニズム的『宗教性』，……仏陀からマルクス
にいたる非有神論的『宗教性』」を培かっていく必要があると（邦訳，265ペー
ジ）。この指摘は，「唯物論的宗教性」の再生を訴える私の見地（「唯物論的アニ
ミズムの世界観の構築」）と通底しています。
　「在る」を重視するライフスタイルとは，動植物や微生物たちが，過去36億
年をかけて築いてきた「自然界の掟」に順う生き方のこと。これにたいして，
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「持つ」を重視するライフスタイルとは，過去１万年をかけて産業主義的な人
間たちが築いてきた「人工的な掟」にすぎないし，人間社会にしか通用しませ
ん。
　「持つ」を重視する文明の行き過ぎにたいする反動として，自然界の掟に学
び，「より良く在る」（ウェルビーイング）を重視するライフスタイルの再興が叫
ばれるようになってきました。まさに「自然順応型文明」，「エコエコノミー」
への移行をめざす動きと同質の動きです。「正―反―合」，「否定の否定」を軸
とする弁証法的な考え方が，いかに現代の世界を深部から突き動かしているか
に気付いてほしいと思います。
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